
咄
■
Ｉ
Ｄ
厚
・
弓
二
房
ユ
■
″
■
■
■
ロ
■
一
勺
■
含
呂
互
■
ロ
“
■
■
■
ロ
ロ
ａ
▼
。
■
■
■
■
１
０
ロ
ロ
■
■
■
ロ
厘
邑
▼
凸
呂
邑
。
Ａ
》
■
■
■
■
■
ロ
己
邑
守
呂
呂
弓

一
畑
一

一
轍
和
蠅
那
班
哩
一

一
坐
Ｚ
Ｚ
４
ａ
函
一

１

」

l■

Ｆ
１
１
１
１

州
禰

|I
Ⅱ|IⅡ'''''''''1
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一
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』
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お お刈す

嫁
さ
ん
はわ

ら
片
付
け

つ
か
り
晴
れ
上
っ
た

秋
空
の
も
と

り
取
り
は今

た
け
な
わ

兄
さ
ん
はコ

ン
バ
イ
ン

、
一
一
ｆ

み
の
り
の
秋

I

′
PL一一

■■､~一

一

＝

●

ロ、

今

車

お
父
さ
ん
は
籾
を

運
ん
で乾

燥
場
へ
と

黄
金
の
波
も

豊
か
な
家
庭
と

暖
か
い
冬
を
迎
え

最
後
の
支
度
に

勤
し
ん
で
い

つ
ぎ
つ
ぎ
に
刈
り
取
ら
れ

仁

プ

匂る

娠
的
叩
側
叩
側
叩
側
叩
側
叩
側
叩
曲
叩
働
叩
側
叩
側
叩
側
叩
的
叩
曲
川
凌

ふ
と
訪
れ
た
小
春
日
和
の
一
日

を
、
縁
の
下
の
埜
理
や
雨
ど
い
の

お
掃
除
な
ど
、
間
も
な
く
や
っ
て

く
る
十
二
月
の
た
め
に
早
め
に
す

ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
木
が
ら

し
の
吹
く
中
で
家
の
外
ま
わ
り
の

整
理
や
掃
除
は
つ
ら
い
も
の
で
す
。

暑
い
こ
ろ
、
お
い
し
く
い
た
だ

い
た
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー
ス
の
空
び

ん
は
酒
屋
さ
ん
に
引
取
っ
て
も
ら

う
か
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
か
危
険
物

に
分
け
て
ゴ
ミ
集
め
の
と
き
に
、

ま
と
め
て
出
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

中
旬
を
か
り
し
て

難
い
諺

過
ぎ
る
と

そ
ろ
そ
ろ

》
｜

火
の
気
が

こ
い
し
く

な
り
ま
す

暖
房
機
具

は
出
し
た

だ
け
で
な

く
、
一
度

点
検
も
し

て
お
き
ま

し
ょ
う
。

電
気
ご
た

つ
の
コ
ー

ド
は
し
っ
冒
怠
ぅ
５
ん
と
掃
除

し
て
お
い
た
か
ら
大
丈
夫
と
安
心

し
て
い
た
ら
、
ポ
ン
プ
の
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
状
の
ひ
だ
の
と
こ
ろ
が

痛
ん
で
い
て
、
そ
の
と
き
の
用
に

立
た
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ふ
す
ま
や
し
ょ
う
じ
の
張
り
か

え
は
、
も
う
お
す
み
で
す
か
。
そ

れ
に
た
た
み
の
張
り
か
え
も
。
も

し
張
り
か
え
る
お
つ
も
り
で
し
た

ら
、
ぜ
ひ
今
月
中
に
す
ま
せ
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。
十
二
月
に
な

る
と
ど
う
し
て
も
需
要
が
た
て
こ

み
ま
す
。

剤
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O"〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃ﾉ"〃〃〃〃

歳入歳出予算補正（単位千円）（歳入）でお般二 く昭和49年度〉岬
九
〃
町
雛
会
定
例
会
は
、
去
る
九
Ⅱ
二
十
一
Ｈ
に
招
集
さ
れ
、
二
十
岬

″

″

四
一
Ⅱ
．
二
十
三
Ⅱ
の
二
Ⅲ
問
雛
案
熟
考
の
た
め
休
会
し
、
二
十
山
Ⅲ
は
一
州

″

″

伽
般
賀
間
、
二
十
五
Ⅱ
に
は
岫
和
四
十
八
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
伽

″

″

州
お
よ
び
脚
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
が
決
算
特
別
委
口
会
岬

〃

州
で
審
議
さ
れ
、
二
十
六
Ｈ
の
議
案
審
議
で
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。
〃岬

｜既定額|補正額｜計項
べ銭参

款

第
六
十
九
回
町
議
会
定
例
会

農
免
道
路
整
備
を
中
心
に

一
詳
軌
拮
拷
一
冊
の
補
正

2．繰入金坐
’

こ
の
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
鍍
案
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
昭
和
四
十
九
年
度
金
木
町
一
般
会
汁

補
正
予
算
の
件

▽
昭
和
四
十
九
年
度
金
木
町
脚
氏
健
康

保
険
特
別
会
計
（
聯
業
勘
定
）
補
正

予
算
の
件

▽
昭
和
四
十
九
年
度
金
木
町
水
道
聯
業

特
別
会
計
補
正
予
算
の
件

▽
昭
和
四
十
八
年
度
金
木
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

▽
昭
和
四
十
八
年
度
金
木
町
脚
民
健
康

保
険
特
別
会
汁
（
那
業
勘
定
）
歳
入

歳
出
決
算
認
定
の
件

▽
昭
和
四
十
八
年
度
金
木
町
水
遊
聯
業

特
別
会
計
決
算
認
定
の
件

▽
継
続
甜
粘
算
報
杵
佛
捉
出
の
件

（
昭
和
四
十
六
年
度
を
初
年
度
と
し

た
三
ヶ
年
の
継
続
聯
業
で
あ
る
町
立

嘉
瀬
小
学
校
改
築
覗
業
が
昭
和
山
十

八
年
度
で
終
了
し
た
の
で
地
方
自
治

法
施
行
令
第
百
四
十
五
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
粘
算
の
報
告
を
す
る
も

の
）

▽
金
木
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災

害
援
講
盗
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条

例
制
定
の
件

（
自
然
災
審
に
よ
る
死
亡
者
の
遺
族

に
対
す
る
弔
慰
金
の
支
給
並
び
に
脚

然
災
害
に
よ
り
住
居
、
家
財
等
に
扱

害
を
受
け
た
世
帯
に
災
害
援
講
礎
金

を
貸
付
け
す
る
条
例
の
制
定
）

▽
金
木
町
水
道
事
業
の
投
慨
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

件
（
刈
町
の
水
道
蛎
業
に
つ
い
て
は
符

理
者
を
慨
か
な
い
こ
と
を
規
定
し
て

い
る
の
で
、
管
理
者
の
椛
限
執
行
者

を
町
長
で
あ
る
こ
と
を
規
定
す
る
た

め
の
条
例
の
改
正
）

▽
金
木
町
企
業
職
風
の
給
与
の
諏
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
件

岬
議
会
費
》

議
会
班
は
普
通
旅
甜
の
十
万
円
、
雌

議
長
会
負
担
金
二
万
八
千
五
百
円
で
す

ｊ
ａ
吾
■
Ｕ
■
。
■
ｅ
■
■
。
■
■
●
■
白
●
母
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
●
●
■
●
卑
■
■
■

価
総
務
費
唖

ら
■
巳
■
■
■
色
■
●
■
甲
■
●
●
ｑ
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
●
ご
■
■
■
■
■
■
■
句
●
■
己
０

総
務
機
で
は
、
一
般
管
理
饗
の
需
用

饗
百
二
十
万
円
、
備
肋
購
入
聾
二
十
万

円
、
企
画
澱
の
郷
土
史
編
纂
等
の
報
依

機
二
十
二
万
円
、
郷
士
史
韮
耕
料
二
十

五
万
円
、
小
田
川
土
地
改
良
蛎
業
負
担

金
二
十
万
円
、
自
然
休
養
村
整
備
布
業

促
進
の
た
め
の
饗
用
弁
償
三
十
万
円
竿

が
主
な
る
も
の
で
す
。

■
心
■
Ｆ
■
■
。
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
⑤
●
巳
吟
■
■
■
■
■
①
●
ｑ
■
●

唖
民
生
費
吐

■
■
■
Ｐ
■
■
■
句
■
ｂ
■
、
■
。
■
■
■
①
■
。
■
■
Ｂ
■
■
ｐ
■
ｐ
●
■
■
●
由
■
ｐ
■
■
Ｔ

民
生
礫
で
は
、
街
灯
修
理
聾
十
五
万

円
、
災
群
弔
慰
金
五
十
万
円
、
災
需
援

諏
貸
付
金
百
万
円
、
身
体
障
審
者
扶
助

饗
五
十
万
円
、
老
人
福
祉
の
た
め
の
、

ね
た
き
り
老
人
用
特
殊
寝
台
等
四
十
八

輪〆

（
符
理
者
を
町
長
に
改
め
る
も
の
）

▽
金
木
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
件

（
水
遊
料
金
の
メ
ー
タ
ー
点
検
の
定

例
Ⅱ
を
冬
期
Ⅲ
や
、
や
む
を
得
な
い

理
山
が
あ
る
と
き
は
、
定
例
Ｈ
以
外

の
Ｈ
で
も
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
条
例
改
正
）

▽
背
森
雌
自
治
会
館
符
理
組
合
規
約
の

一
部
を
変
更
す
る
規
約
の
件

（
組
合
規
約
の
条
文
轆
備
に
伴
う
改

正
の
必
要
が
で
き
、
そ
の
内
容
と
し

て
は
、
組
合
加
入
市
町
村
の
災
の
中

か
ら
符
理
背
及
び
刑
杵
理
者
を
選
任

し
、
併
せ
て
聯
務
肋
の
職
務
体
制
を

昭
和
岨
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

盤
術
す
る
た
め
の
も
の
で
、
地
方
自

治
法
第
二
百
八
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
提
出
し
た
も
の
）

▽
土
地
改
良
郡
業
（
農
業
施
殻
災
害
復

Ⅲ
蛎
業
）
施
行
に
関
す
る
件

（
今
年
三
、
四
Ｎ
の
融
雪
時
期
に
沢

部
堰
の
朝
Ⅱ
山
地
内
排
水
路
が
決
壊

し
た
た
め
、
こ
れ
を
県
の
補
助
蛎
業

と
し
て
災
害
復
川
事
業
を
施
行
し
た

い
た
め
、
土
地
改
良
法
第
九
十
六
条

の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し

た
も
の
）

▽
金
木
町
助
役
選
任
に
つ
い
て
同
意
を

求
め
る
件
（
否
決
）

万
五
千
円
、
特
別
養
講
老
人
ホ
ー
ム
負

担
金
九
十
二
万
三
千
円
、
各
保
育
所
の

滞
用
費
二
十
万
三
千
円
が
主
で
す
。

０
士
申
■
の
ロ
■
旬
■
④
色
■
■
色
の
ｐ
■
■
吟
ｐ
●
■
■
ｐ
■
■
●
■
句
曲
■
缶
■
■
■
■
■
■
■

》
衛
生
費
》

●
＆
■
■
●
●
■
■
■
■
■
■
ｐ
■
■
申
■
毎
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
岳
■
■
■
■
■
●
■
■
ｒ

衛
生
聾
は
、
法
定
伝
染
病
扶
助
費
十

五
万
円
、
需
用
費
十
万
円
と
塵
芥
用
ダ

ン
プ
カ
ー
購
入
費
百
六
十
五
万
円
等
で

す
。

０
●
■
■
ｂ
ｐ
■
■
■
■
■
■
旬
■
■
■
●
各
ｅ
①
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
①
■
■
①
●
●
０

“
労
働
費
《

■
ｂ
巳
巳
■
ｅ
缶
缶
印
■
●
色
■
ｐ
■
●
●
○
句
ｂ
■
■
●
■
■
ｐ
■
■
●
■
■
●
■
Ｆ
■
■
■
凸

“
多

失
業
対
策
事
業
訓
練
受
識
材
料
十
万

円
が
主
。

■
■
●
■
●
●
。
■
■
■
■
Ｑ
■
■
■
巳
■
■
口
■
■
■
■
●
ｂ
●
●
■
わ
■
■
■
●
。
●
■
●
■
■

班
農
林
水
産
業
費
咄

●
ご
毎
■
■
■
■
■
ｂ
■
●
■
Ｐ
●
わ
■
■
■
■
ぬ
。
■
ｐ
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
Ｑ
ｐ
ｒ

農
業
委
典
会
の
委
員
旅
饗
と
普
通
旅

謝
で
十
川
万
円
、
農
業
振
興
費
の
り
ん

ご
三
病
防
除
薬
剤
費
助
成
百
十
九
万
七

千
円
、
脳
士
凋
査
饗
五
十
七
万
三
千
円

農
免
道
路
整
備
促
進
の
た
め
の
費
用
弁

（
第
３
号
）

叩叩

凹
加

川
．
皿

皿
ｍ

ｍ
Ｍ

ｍ
Ｍ

ｎ
醜
．

加
叩

皿
曲

Ⅲ
前

囲
・
前

昭
一
型

ｎ
㎡
．

Ⅳ
岨
｝

耐
』
Ⅷ

僻
Ｉ

曙
圭
血

諏
墨

一
堅
泄

仏
》
】

郡
室

田
。
．

》
吟

卿
羽

》
郡

瑞
」
》

醐
皿

》
》

巫
聿

冗
胆

酬
醒

型
．
“

跳
巫

題
一
皿

UDlIE2E】ⅡⅡlEZ】IⅡI隅叶副…q…軒一一

QqM』9日ﾛ||￥-ﾛIdEIⅡ■『ILHnZ1H日｡Z日日巴冒呂二日空二一

副
一
明
一

鵠
一
啼
一

枠
干
唾

。
一
わ
、

一
一
》

Ｆ
一
”
話

呼
一
副
｝

醜
・
剛
．

８
Ｊ
二

姻
睡
辛

唾
皿

輯
唖

鈴
肌

。
ｐ
宮
“

麺
罷

伸
画

側
、

腿
酔

》
鋤

一
一

一
一 ”皿一画別8

(2）

6．分担金及負担金

8．国庫支出金

9．県支出金

13．繰越金

補正されなかった款項に係わる額

歳入 合計

980,547

1,222,488

0

39,335

980,547

1,261,823

1． 分担 金

2．国庫補助金

3．国庫委託金

2．県補助金

3．県委託金

1．繰 入金

1．繰越金

8,733

0

193,153

80,516

4,780

40,055

23,582

3,469

0

0

０

0

184

184

5,281

4,961

320

13,579

2.553

11，026

8,786

8,786

11．505

11，505

8，917

184

198,434

85,477

5,100

53,634

26,135

14，495

8，786

8，786

11．505

11，505
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（歳出） 修託千l職 繕万人用七じ設費伯償
二
十
五
万
円
、
農
免
道
路
用
地
購
入

費
七
百
九
十
五
万
九
千
円
、
同
事
業
の

設
憧
負
担
金
百
八
十
二
万
四
千
円
、
同

じ
く
立
木
、
建
造
物
補
償
費
二
百
五
十

七
万
九
千
円
等
が
主
で
す
。

と
■
■
■
ｅ
Ｄ
■
申
●
●
●
●
●
●
■
Ｂ
ｃ
Ｂ
■
■
ｂ
●
●
●
●
Ｇ
Ｂ
巳
い
■
■
●
■
●
ｐ
ｂ
Ｄ
０

》
商
工
費
曲

■
巳
甲
。
■
■
■
■
■
巳
■
Ｅ
Ｃ
ゆ
ゅ
■
■
■
■
■
。
●
●
色
母
●
■
■
ｐ
■
■
白
砂
■
■
■
■
ｒ

商
工
粥
の
三
十
二
万
六
千
円
は
、
需

用
聾
の
十
九
万
円
の
ほ
か
、
公
園
看
視

人
賃
金
、
同
確
備
人
夫
賃
、
旅
饗
の
五

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ｕ
●
。
■
■
●
■
■
■
●
Ｇ
ｅ
ｑ
■
■
●
■
■
■
■
。
■
●
■
■
⑧
●
■
ご
●
卑
■
■
■
■
■
Ｄ
・

》
土
木
費
《

凸
■
■
●
●
。
■
●
旬
■
■
■
わ
●
■
■
○
句
●
巳
■
●
■
■
■
■
■
■
■
●
Ｃ
■
■
争
■
■
口
早
凸

土
木
僻
は
、
旅
費
十
万
円
、
車
輌
修

繕
費
二
十
六
万
円
、
除
雪
ダ
ン
プ
カ
ー

職
入
費
四
百
三
十
万
円
、
除
雪
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
（
中
古
車
）
購
入
費
十
九
万
二

千
円
、
河
川
費
の
岩
木
川
提
防
管
理
委

託
料
十
一
万
七
千
円
、
住
宅
費
で
は
、

修
繕
饗
三
十
六
万
円
、
住
宅
用
地
造
成

｜款 ｜既定額|補正額｜許項

費
七
十
五
万
匙
で
す
。

■
わ
■
■
■
色
色
●
②
。
■
■
旬
■
■
■
■
●
●
●
●
己
■
●
巳
■
わ
●
■
●
■
■
■
■
■
■
。
早
■

唖
消
防
費
唖

●
・
■
ｊ
●
■
。
■
■
■
■
●
■
●
■
■
■
●
白
色
■
●
●
ｅ
色
口
毎
■
巳
■
ｂ
ｐ
ｐ
■
ｐ
Ｇ
ｐ
ｆ

消
防
費
で
は
、
津
軽
北
部
消
防
覗
務

組
合
負
担
金
百
九
十
五
万
円
、
出
勤
手

当
十
四
万
四
千
円
、
需
用
饗
三
十
五
万

円
、
備
舳
購
入
我
と
し
て
十
三
万
五
千

円
、
ポ
ン
プ
価
場
珊
改
築
工
事
請
負
饗

四
十
万
円
と
、
去
る
九
月
九
日
の
豪
雨

に
よ
る
金
木
川
、
小
田
川
氾
濫
の
際
要

し
た
水
防
費
四
十
三
万
五
千
円
で
す
。

Ｂ
Ｇ
■
■
■
■
●
●
■
■
車
■
■
■
■
■
■
号
■
■
●
■
■
■
■
■
■
や
Ｐ
●
■
■
。
●
■
■
■
●
日

》
教
育
費
恥

■
の
■
■
■
巴
■
■
●
■
■
●
甲
●
■
●
■
■
Ｇ
■
■
■
■
。
■
■
■
●
■
ｂ
■
句
■
■
由
■
ｅ
Ｆ

教
育
饗
で
は
、
小
学
校
便
係
の
賃
金

二
十
八
万
四
千
円
、
消
耗
品
等
濡
用
我

が
十
五
万
四
千
円
、
原
材
料
饗
二
十
一

万
五
千
円
、
備
品
購
入
饗
六
十
五
万
円

学
校
給
食
費
二
十
万
円
と
な
っ
て
お
り

中
学
校
関
係
で
は
、
需
用
饗
三
十
五
万

円
、
備
品
購
入
饗
四
十
一
万
二
千
円
で

・
１
一
三

社
会
教
育
費
の
公
民
館
費
は
、
備
品
購

入
饗
と
し
て
既
決
予
算
五
百
万
円
の
と

こ
ろ
、
溢
料
室
関
係
百
三
十
万
円
、
調

理
室
及
び
視
聴
覚
関
係
の
配
符
、
配
水

等
百
十
万
円
は
、
工
那
饗
に
属
す
る
た

め
、
総
額
二
百
四
十
万
円
を
伽
品
購
入

災
よ
り
工
事
請
負
饗
に
予
算
組
替
え
す

る
も
の
で
す
。
ほ
か
、
校
庭
開
放
事
業

饗
の
講
師
謝
礼
三
十
六
万
七
千
円
等
で

す
。

保
健
体
育
饗
と
し
て
は
、
牛
乳
給
食

饗
補
助
十
三
万
円
、
全
国
青
年
大
会
出

場
補
助
金
十
五
万
円
で
す
。

蛙
■
■
■
や
。
●
・
凸
”
凸
■
■
”
・
凸
・
句
・
■
凸
■
凸
●
・
■
凸
●
の
。
■
■
申
凸
●
甲
●
■

岬
災
害
復
旧
費
班

０
』
■
■
■
■
■
■
ロ
ロ
ロ
《
己
■
甲
■
甲
■
■
■
こ
む
』
■
口
』
苧
や
缶
凸
己
凸
■
凸
由
■
凸
釘

災
害
復
旧
饗
は
、
沢
部
堰
の
朝
日
山

排
水
路
工
覗
請
負
費
と
し
て
八
十
五
万

三
千
円
、
駒
留
排
水
ポ
ン
プ
施
設
補
助

金
二
十
二
万
三
千
円
が
主
な
る
も
の
で

す
。

10．教育饗

任期満了の
あご

各種委員を任命
（10月1日付）

褒賞審雛会

地籍調査
促進委員会など

総合！汁画審議会、

民生委員推薦会、

〕計’1,222,488139,33511.261,82＄歳出 合
一~

一川
一

去
る
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
っ
た
審
議
会
、
審
査
会
、
委
員

会
な
ど
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お

り
任
命
お
よ
び
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

噸飼

○
金
木
町
総
合
計
画
審
繊
会
委
員
蝿、

即

一
、
町
議
会
の
議
員
”
”州州

木
村
金
利
（
議
長
）
、
白
川
兼
五
郎
淵

二
、
町
教
育
委
員
会
の
委
員

中
村
勉

三
、
町
農
業
委
員
会
の
委
員
淵徹聖

其
田
豊
一
（
会
長
）
”
“岬州

四
、
国
又
は
県
の
地
方
行
政
機
関
の
職
洲訂加

貝
減

三
坂
哲
雄
（
金
木
町
営
林
署
長
）
謹

米
塚
勝
春
（
金
木
地
区
農
業
改
良
普
鑿幽

冨

及
所
総
括
主
任
）
藍』一

五
、
町
の
職
員
＆
ゞ

白
川
常
一
（
総
務
課
長
）
琴

六
、
町
の
公
共
的
団
体
の
役
員
も
し
く
一
一

は
職
員
鱈

高
橘
元
弥
（
町
商
工
会
長
）
、
相
馬
認手

詔
蛙

京
子
（
町
連
合
婦
人
会
長
）
吉
田
斉
俸
》

（
町
連
合
青
年
団
長
）
花
田
一
（
》

諏
樵
罐
鯰
監
溌
窪

荒
関
通
義
、
阿
部
正
民
、
斎
藤
好
六
＊
一
一

七
、
学
識
経
験
者

一
一

角
田
久
光
、
松
尾
好
二

野
宮
雄
造
、
田
中
勇
吉
、
古
川
竹
夫
》
一

○
金
木
町
褒
賞
審
査
会
委
員

一
、
町
議
会
議
員

高
橘
元
弥
一

二
、
学
識
経
験
者
語
句
・
毒

大
橘
得
司
、
北
川
亥
之
助
、
石
戸
谷
ゞ
幸
誰

武
友
、
角
田
昭
良
ゞ
”

三
、
町
職
員
需一

▽
羽

白
川
常
一
、
山
中
徳
一
、
田
中
実
蕊・

ヨ
、
１
Ｊ
ノ

○
金
木
町
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
一
個

◎
古
川
竹
夫
、
吉
崎
正
光
、
白
川
重
一
一
一

1．識会費

2．総務省

3．民生費

4．衛生 費

5．労鋤費

6．農林水産業費

1．識会費

1．総務管理費

2 ．徴税費

3．戸籍住民登録費

4．選挙費

5．統計．調査費

1．社会福祉費

2．児亜福祉饗

●

1．保健衛生費

2．清掃費

1 ．労働費

1．腰業聾

2．林業費

157,86

61,26

36,490

13,351

23，139

1,703

1,703

82．167

79,143

3．024

30,495

30.495

169,492

111，390

29,535

17,786

5,430

2,963

4,192

3.742

450

1，800

５
５

７

２

２
５
ｆ１

140

140

15．453

15，403

50

129

129

3,369

2,800

155

170

35
一
的

－
２

1,843

1,843

97.620

94.546

3,074

’30,624
30,624

172.861

114．190

29,690

17，956

5,465

3,172

｜
I 162.056

65,010

90，109

38,290

13．626

24,664

7．商工費

8．土 木費

9．消 防費

1．災害復旧費

補正されなかった款項に係わる額 95,331 0 95､331

、

1．商工費

1．土木総務費

3．河川費

4．住宅費

1 ．消防費

1．教育総務費

2．小学校費

3．中学校費

4．社会 教育澱

5．保健体育費

1
農林水産施設
災害復旧費

28,647

28,647

158,051

34.397

1,863

56.131

60,488

60.488

401,760

19．298

178,883

12，356

187.493

3，730

0

0

326

326

6‘383

5．002

271

1，110

3,531

3，531

2,907

90

1,555

862

120
｜
帥

－
２

1‘105

1，105

28,973

28,973

164,434

39,399

2,134

57,241

64,019

64,019

404,667

19，388

180,438

13，218

4,010

1，105

1,105



川
片
岡
八
千
雄
、
長
内
誠
治
、
泉
谷
柾
古
川
哲
雄
、
沢
田
由
男
、
其
田
豊
一

Ⅱ
太
郎
、
佐
々
木
男
治
、
秋
谷
勇
助
、
二
、
農
業
委
員
会
委
口

Ⅲ
元
石
繁
正
、
石
戸
谷
定
一
、
加
福
友
伊
藤
一
蝿
、
鳴
海
彦
一

Ⅲ
造
、
原
田
敏
雄
、
田
中
実
、
田
中
三
、
学
識
経
験
者

Ⅱ
勇
治
鳴
海
保
与
、
川
川
唯
一

（
◎
印
委
且
長
○
印
委
旦
長
代
理
）
四
噸
業
実
施
地
域
よ
り
町
長
が
特
に

Ⅱ
必
要
と
認
め
た
者

Ⅱ
○
金
木
町
地
霜
胴
査
促
進
委
員
会
委
員
‐
斎
藤
義
正
、
石
戸
谷
文
雄
、
加
福

Ⅲ
一
、
町
鍍
会
雛
口
友
造

Ⅲ
驚
携
溌
驚
珠
驚
劣
芳
珠
携
携
劣
驚
詩
鴬
驚
珠
携
珠
劣
珠
珠
携
驚
携
洗
携

州
識
金
木
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
十
一
名
の
受
賞
者
き
ま
る
雑

Ⅲ
驚
劣
劣
驚
携
驚
悲
驚
劣
携
珠
芳
驚
詫
恭
悲
溌
溌
驚
芳
携
沸
諾
舞
劣
驚
共

Ⅲ
金
木
町
で
は
、
毎
年
十
凡
十
ｕ
、
体
青
年
団
桑
田
茂
（
相
撲
）

Ⅲ
青
の
冊
を
記
念
し
て
、
当
町
芦
野
グ
ラ
〃

工
藤
満
蔵
（
″
）

Ⅲ
ン
ド
に
於
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
を
〃

渋
谷
良
通
（
″
）

Ⅲ
表
彰
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
次
の
〃

平
川
久
悦
（
″
）

Ⅱ
十
一
名
に
決
定
し
ま
し
た
。
〃

原
田
馨
（
″
）

Ⅲ
金
中
佃
中
一
江
（
陸
上
）

Ⅱ
Ⅱ
″

三
潟
修
司
（
ス
キ
ー
）
国
立
競
技
場
で
行
な
わ
れ
た
全
日
本

Ⅲ
南
中
原
田
郁
子
（
陸
上
）
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
で
、
一
○
○
メ

Ⅱ
金
商
角
田
行
美
（
″
）
－
ト
ル
十
二
、
八
秒
全
国
第
三
位
入
賞

Ⅱ
Ⅱ
″

藤
本
透
（
″
）
の
田
中
一
江
を
初
め
、
中
体
連
か
ら
県

Ⅱ
Ⅱ
″

長
利
優
子
（
″
）
内
各
穂
の
陸
上
競
技
大
会
で
八
○
メ
ー

蝋
Ⅲ
一

１仙
一

Ｉ
ｌ

Ｉ川
一

帆
一
糖
畔
緬
啼
醸
切
輌
峠
が
軸
毒
蔀
恥
醍
銅

鮮
震

‐
ｊ
待
さ
れ
て
い
ま
琴
。

Ｍ
■
■
ｒ
ｌ
ｌ
１
ｍ
Ｉ
‐

一Jf 一

「
税
を
知
る
週
間
」
の
実
施

〃
み
ん
な
の
暮
し
に
使
わ
れ
る

税
を
も
う
一
度
考
え
ま
し
ょ
う
″

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
二
十
年
間
実
施

し
て
き
た
「
納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間

」
を
、
「
税
を
知
る
週
間
」
に
改
め
、

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
一

週
間
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
。

《
蕊
蕊
蕊
議
霧
一

明
治
八
年
五
月
十
Ⅱ
、
郷
社
八
幡
宮
地

内
に
校
舎
を
建
築
し
、
金
木
尋
漁
小
学

校
を
刎
立
し
て
以
来
、
も
う
一
世
紀
に

な
ら
ん
と
し
て
い
ま
す
。

時
の
明
治
新
政
府
は
、
Ⅱ
本
の
近
代
化

の
た
め
の
第
一
の
要
件
は
教
育
の
普
及

に
あ
る
と
し
、
明
治
五
年
九
月
に
学
制

を
発
布
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
未
だ
教

青
に
対
す
る
認
識

も
財
政
事
怖
も
整

わ
ず
、
本
雌
で
は

翌
六
年
に
漸
や
く

県
下
に
二
十
一
校

が
創
設
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
我
が
金
木
町
に

於
い
て
も
当
時
の
先
覚
者
の
偉
大
な
努

百
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
金
小

学
校
長
小
田
桐
勝
三

こ
れ
は
、
税
に
対
す
る
国
民
の
関
心

が
次
第
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
と
、

今
後
の
税
務
行
政
を
取
り
ま
く
環
境
が

ま
す
ま
す
複
雑
、
多
様
化
す
る
き
ざ
し

が
み
ら
れ
る
こ
と
等
に
対
処
し
て
、
自

主
申
告
、
自
主
納
税
の
一
届
の
定
着
化

を
期
し
て
い
く
た
め
に
改
善
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｒ
の
主
な
対

象
と
し
て
き
た
納
税
者
は
も
ち
ろ
ん
、

更
に
進
ん
で
直
接
税
金
を
納
め
て
い
な

い
人
も
剛
お
よ
び
税
務
行
政
の
理
解

力
と
決
断
と
慧
眼
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
、

そ
の
問
、
色
々
の
変
遷
流
転
を
経
て
今
日

に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
州
、
約
七
千
名
の
卒
業
生
が
、
こ
の

学
舎
を
巣
立
ち
、
現
在
の
金
木
町
を
つ
く

り
あ
げ
、
更
に
県
内
県
外
は
勿
論
、
遠
く

海
外
に
於
い
て
も
活
踊
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
年
の
百
周
年
記
念
に
あ
た
り
、
更
に
学

校
教
育
の
充
実
や
学
校
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
百
周
年
記
念
事
業
協
賛
会
が
発
足
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
我
々
も
こ
の
機

会
に
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
に
一
大
反
省
を

加
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

戦
後
、
学
校
教
育
の
目
標
は
「
学
力
向
上
」

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
、
学
歴
万
能
主

義
の
社
会
状
勢
を
反
映
し
て
、
「
受
験
に

強
い
学
力
」
を
理
想
と
し
て
、
テ
ス
ト
と

暗
記
を
繰
り
か
え
し
、
都
市
の
母
親
は
進

学
教
室
や
学
習
塾
に
血
ま
な
こ
に
な
り
、

有
名
校
へ
の
入
学
を
夢
見
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
有
名
大
学
の
入
試
制
度
の
改
善

や
学
歴
社
会
の
変
ら
な
い
限
り
続
く
も
の

と
思
い
ま
す
。
然
し
簸
近
は
、
こ
の
受
験

学
力
の
ひ
ず
み
を
異
常
だ
と
す
る
声
が
、

教
育
界
に
も
マ
ス
コ
ミ
に
も
強
く
指
摘
さ

■
者
、
協
力
者
に
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
、

幅
広
く
国
民
各
層
に
働
き
か
け
る
こ
と

と
し
た
。

こ
の
た
め
税
務
署
で
は
、
各
種
の
行

事
を
通
じ
て
「
単
に
聞
く
」
と
い
う
受

身
の
姿
勢
だ
け
で
な
く
、
広
報
活
動
を

強
化
し
税
お
よ
び
税
務
行
政
に
つ
い
て

の
誤
り
の
な
い
知
識
の
普
及
に
努
め
る

ほ
か
、
関
係
諸
団
体
に
お
い
て
も
税
は

み
ん
な
の
も
の
と
い
う
観
点
か
ら
税
務

当
局
と
相
呼
応
し
て
、
各
間
体
に
ふ
さ

わ
し
い
行
事
が
荊
極
的
に
行
わ
れ
る
。

（
五
所
川
原
税
務
所
）

れ
、
未
来
を
築
く
子
ど
も
達
の
、
真
に

身
に
つ
く
よ
う
な
学
力
へ
の
切
り
換
え

が
必
要
だ
と
し
て
、
県
の
教
育
委
員
会

も
、
「
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
め
ざ

し
た
調
和
と
統
一
の
あ
る
教
育
」
を
桁

導
の
重
点
に
か
か
げ
て
い
ま
す
。

数
年
前
、
嘗
っ
て
北
京
在
留
の
日
本
人

学
校
で
、
四
年
間
受
持
っ
た
生
徒
達
の

中
の
、
東
京
在
住
者
の
ク
ラ
ス
会
に
招

か
れ
た
際
、
教
え
子
の
二
人
の
東
大
助

教
授
か
ら
「
今
の
東
大
合
格
者
の
三
分

の
一
は
研
究
の
役
に
立
た
な
い
。
何
ん

で
も
よ
く
知
っ
て
は
い
る
が
、
研
究
テ

ー
マ
を
順
序
だ
て

、
’
て
、
じ
っ
く
り
考

１
Ｊ
え
る
こ
と
が
出
来

ノ

な
い
〕
と
い
わ

三
郎
れ
、
大
き
な
シ
ゞ

‐
ツ
ク
を
受
け
ま
し

た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
家
庭
に
於
い
て

自
分
の
子
ど
も
を
見
て
も
、
思
い
あ
た

る
ふ
し
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
と
し
の
本
校
の
目
標
を
次
の
四
つ
に

一
、
す
じ
み
ち
を
た
て
て
考
え
、
さ
い

ご
ま
で
や
り
ぬ
く
子
ど
も
。

二
、
い
つ
も
じ
ょ
う
ぶ
で
、
た
く
ま
し

い
子
ど
も
。

三
、
み
ん
な
仲
よ
く
、
助
け
あ
っ
て
い

く
子
ど
も
。

四
、
規
律
を
守
り
、
よ
り
よ
く
協
力
し

あ
う
子
ど
も
。

郎

… 雪一Ｊ
’

加
一
型

耶
一
睡
幸

副
前
一

別
一
四

皿
画

祁
ｎ

ｍ
ｍ

羽
前

乱
邑
刷

皿
一
皿

皿
詫
配

肛
一
肥

、
一
“
池
・

曲
．
‐
正
一

》
醒
坐

時
・
郡
》

》
》
一

》
一
》

一
一

一一
~=I学一日191＆1---】Eｺﾆｰ

一
函

一
》

一
一

一
南

▽
時
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「
畜
産
王
脚
デ
ン
マ
ー
ク
」
は
昔
か

ら
畜
産
王
国
で
は
な
か
っ
た
。
興
業
の

近
代
化
の
先
が
け
を
し
て
き
た
デ
ン
マ

ー
ク
は
、
一
五
○
年
前
に
農
地
改
革
が

行
な
わ
れ
、
農
業
轆
命
を
経
て
、
穀
蔬

典
業
か
ら
有
畜
挫
業
へ
の
政
策
が
と
ら

れ
見
聯
世
界
的
に
岐
商
と
い
わ
れ
る
畜

産
王
岡
に
な
っ
た
脚
で
あ
る
。

Ｅ
Ｅ
Ｃ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
共
同
体

）
の
成
立
は
デ
ン
マ
ー
ク
に
と
っ
て
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
の
聯

で
、
農
業
を
と
り
ま
く
情
勢
は
か
な
り

厳
し
い
も
の
が
あ
る
ら
し
い
。
し
か
し

第
三
次
農
業
政
策
と
い
う
新
し
い
時
代

の
合
理
的
方
策
を
打
ち
だ
し
、
過
去
の

苦
し
い
時
代
を
二
度
も
乗
り
越
え
て
き

た
デ
ン
マ
ー
ク
の
腱
民
は
、
無
蛎
打
開

し
て
い
く
こ
と
と
思
う
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
雌
初
に
訪
問
し
た
の

は
脚
立
腱
業
試
験
場
で
、
そ
こ
で
は
乳

牛
の
飼
料
拭
験
と
畜
舎
の
樅
造
試
験
が

行
な
わ
れ
、
特
に
畜
舎
の
榊
造
試
験
に

力
を
入
れ
て
い
る
と
力
説
し
て
く
れ
た

五
年
汁
画
で
行
な
わ
れ
、
今
年
は
ま

だ
二
年
Ｈ
な
の
で
そ
の
効
果
は
Ⅱ
に
兇

え
な
い
が
、
来
年
は
大
よ
そ
の
デ
ー
タ

ー
が
で
る
と
の
亦
で
あ
る
。

次
の
肋
間
先
は
、
豚
一
千
頭
を
飼
育

し
、
そ
の
飼
料
は
全
部
自
給
で
ま
か
な

っ
て
い
る
と
い
う
災
家
で
あ
る
。

耕
地
面
俄
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
・
農
機
具

、
コ
ン
・
ハ
イ
ン
、
乾
燥
機
、
貯
蔵
機
、

貯
蔵
投
伽
は
も
の
す
ご
い
も
の
で
あ
っ

た
。

韓
⑱
韓
韓
韓
韓
韓
斡
韓
韓
韓
韓
韓
韓
韓
韓
韓
韓

繍
繍
《
繍
雛
騨
韓
韓
翰
韓
韓
蝉

灘

⑬
韓
韓

識
議
…
＊

輯
齢
⑱

⑬
韓
韓

（
そ
の
二
）

デ
ン
マ
ー
ク
の
農
業中

谷
肇

家
の
周
囲
は
見
渡
す
限
り
自
分
の
畑

で
、
庭
に
は
芝
生
が
し
き
つ
め
ら
れ
、

あ
き
地
は
色
と
り
ど
り
の
花
が
植
え
ら

れ
て
い
た
。
よ
う
や
く
親
か
ら
ゆ
ず
り

受
け
た
土
地
の
借
金
も
少
な
く
な
っ
た

の
で
、
脚
分
で
投
計
し
、
暇
を
見
て
琳

築
し
た
と
い
う
家
の
中
は
大
褒
立
派
な

も
の
で
あ
っ
た
。

主
人
は
側
十
五
才
で
ア
メ
リ
カ
で
の

実
習
経
験
を
持
つ
マ
イ
ス
タ
ー
（
鰻
業

折
導
背
及
び
膿
業
者
と
し
て
脚
か
ら
認

め
ら
れ
た
経
験
者
）
で
あ
る
。
実
習
生

と
二
人
で
行
な
い
、
特
別
に
忙
し
い
時

は
数
人
雇
用
者
を
雇
う
と
の
嚇
で
、
奥

様
は
家
聯
に
専
念
し
て
い
る
よ
う
で
あ

っ
た
。

帰
え
り
の
餓
色
は
、
広
々
と
し
た
畑

に
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
、
と
ん
が
り
幅
子

の
赤
い
屋
根
が
Ｈ
立
つ
農
家
が
あ
り
、

そ
の
広
さ
は
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
と
思

う
ほ
ど
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
六
ヶ
脚

ど
こ
の
凶
も
そ
う
だ
が
、
特
に
デ
ン
マ

ー
ク
と
ス
イ
ス
は
色
と
り
ど
り
の
花
が

窓
に
も
家
の
囲
り
に
も
い
っ
ぱ
い
と
い

う
感
じ
で
あ
っ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
特
に
感
じ
た
こ
と
は

幾
民
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
。小

さ
い
時
か
ら
自
立
心
を
植
え
つ
け

何
蛎
も
自
分
の
力
で
や
る
と
い
う
気
が

ま
え
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
マ

イ
ス
タ
ー
制
度
は
腱
業
技
術
を
よ
り
商

度
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。

金
木
町
の
魎
話
は
、
お
か
げ
を
持
ち

ま
し
て
九
〃
末
現
在
二
七
二
二
加
入
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
え
毎
年
多
数
の

新
し
い
叩
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
る
た

め
、
機
械
に
余
裕
が
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
現

在
金
木
砥
報
砿
括
局
で
は
昭
和
五
十
年

三
〃
中
旬
を
、
途
に
機
械
の
墹
役
工
聯

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
工
蛎
が
完
了
す
る
こ
と
に
よ
り

'彰了"シ彰

塞平蕊雛"“
一家
孟比呂患

電
話
番
号
が

「
五
ケ
タ
」
に
な
り
ま
す

お
知
ら
せ

鍵

藻
(、嘘 金

木
電
報
電
話
局

０
０
０

８
０
１

９
９
１

侭

饅蝿令》膿
酸
欠
睦

李
観
る
と

〕

金
木
町
の
電
話
は
市
内
局
番
が
つ
く
こ

と
に
な
り
、
全
部
「
五
ケ
タ
」
の
屯
話

番
け
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

例
え
ば

新
電
話
番
号

市
内
局
貢
群
毛
羽

集
会
、
会
合
に

町
長
、
担
当
課
長
が
出
席
し
ま
す

町
内
会
や
、
部
落
集
会
な
ど
が
開
催

さ
れ
る
と
き
は
、
ご
要
望
に
よ
り
、
町

長
、
担
当
課
長
が
出
席
し
、
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
か
ら
、
そ
の
節
は
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

二
○
○
○

Ⅲ
岻
括
番
叶

一
一
一
一
一

下
山
ケ
タ
の
Ⅲ
屯
話
番
妙
は
、
で
き

る
だ
け
変
更
し
な
い
よ
う
に
市
内
局
番

を
つ
け
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

変
更
の
時
期
や
嘔
話
番
妙
は
、
今
の

と
こ
ろ
未
定
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
決
定

次
第
あ
ら
た
め
て
ご
通
知
申
し
ｋ
げ
た

い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
辮
怖
を
ご
了
解
の
う
え
何
卒

ご
協
力
を
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

？
●

爵
－ ﾆ ｰ

試
験
の
方
法
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
を

知
り
た
い
方
は
、
二
十
五
円
切
手
を
は

っ
た
返
僧
用
封
筒
を
添
え
て
、
青
森
市

長
島
一
丁
Ⅱ
一
の
一
青
森
県
児
童
家
庭

課
へ
保
母
試
験
実
施
要
綱
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

保
母
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

県
で
は
昭
和
五
十
年
第
一
Ｍ
保
母
試

験
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

〔
試
験
期
旧
〕
昭
和
五
十
年
一
凡
八

Ｈ
か
ら
十
Ⅱ
ま
で

〔
試
験
の
場
所
〕
青
森
市
浪
打

青
森
明
の
星
高
等
学
校

〔
受
験
申
謂
神
受
付
期
間
〕
昭
和
四

十
九
年
十
一
Ⅱ
十
八
Ⅱ
か
ら
十
二
月
七

Ⅱ
ま
で

〔
受
験
盗
格
〕

一
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は

こ
れ
と
同
竿
以
上
の
盗
格
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
女
子

二
、
昭
和
五
十
年
三
〃
に
高
等
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
女
子

三
、
十
八
歳
に
達
し
た
後
、
児
童
福
祉

施
投
で
三
年
以
上
児
童
の
保
識
に

従
巾
し
た
女
子

四
、
厚
生
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
従
い

知
＃
が
適
当
な
資
格
が
あ
る
と
認

め
た
女
子

1

’
逼
塑

公
丞
の

碓
ン
く
い

９
水
ん

、
し
ゆ
、
，

傍
室

一
ｍ
》
画
０
●少 塗

乳
媚

〔
①aへ

陰も3

一
一

哩鄭１
閃

籾
■

肥
Ｈ

Ｈ
冊

１
０

Ｍ
脚

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
■

１
１

融
皿

叫
靴

帆
靴

凹
川

別
Ⅱ

醜
峨

肌
凹

Ⅱ
肌

》
州

Ｉ
ｌ

ｍ
副

圃
肥

■
■

榊
哩

晒
幽

咽
帥

１
１

，
Ⅲ

朝
帥

Ⅱ
叩

両
側

肥
卸

ｌ
加

翫
叩

唖
》

－
０

一
副

■
８

呼
岫

座
伽

叩
凹

酉冒圧一ローーーーーーーーーニーー~~~一~‐ﾛｺﾆｰｰｰ図11エミlﾛｰ二目F＝■冒吟

ー ■ 一 一
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ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
細
部
墾
那

（
八
″
届
出
分
）
工
藤
和
仁

岬
岬
蜘
翻
一
梱
州
》
》
一
》
諦
州
州
亜
》
舛

州
州
叫
諦
蓉
一
鋤
珪
坐
錘
秤
祉
確
曇
》

虹
恥
由
擁
隷
一
恥
卸
畢
筆
耕
良
姉
泉
谷
剛

吉
崎
由
美
子
（
｜
洋
長
女
）
嘉
瀬
岩
城
和
子

横
山
佳
奈
（
登
長
女
）
金
木
ご
結
婚
お
胆

荒
間
直
子
（
昌
毅
長
女
）
金
木

石
川
芳
（
恭
弘
２
女
）
金
木

料
錦
認
趣
一
殿
美
鐸
狸
錘
良
耐
（
》
剰
壷

和
田
夏
美
（
功
長
女
）
金
木
（
西
村
睦

唯
嚥
ゆ
録
画
一
》
遁
霊
馳
一
蝿
良
啼
一
坪
耐
力
》
一

華
割
睡
轆
一
鍔
窪
蝿
一
鶴
良
蔀
（
轆
醒
留
聖

鰄
岬
麻
衣
輌
一
“
治
巫
磐
一
辮
柏
許
（
叫
需
シ
《

掘
岫
安
峰
一
唯
能
窪
盤
一
認
霊
柿
（
錘
函
真
磁
一

黒
川
真
由
美
（
正
次
長
女
）
響
良
市
（
睡
榊
さ
罐
一

軸
即
興
趣
》
一
崎
譲
逵
麩
一
錘
林
（
痙
罷
卜
謡
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寺
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鋤
富
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蝉
瞬
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緬
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詫
二
窪
蝿
一
錘
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（
唖
轆
繩

（
九
月
届
出
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伊
藤
純
子
（
弘
夫
長
女
）
嘉
瀬

角
田
潤
子
（
瑞
明
長
女
）
金
木

今
晋
也
（
泰
三
長
男
）
喜
良
市

今
望
（
博
明
２
男
）
喜
良
市

小
松
博
利
（
博
義
長
男
）
嘉
瀬

白
川
勝
義
（
哲
義
長
男
）
川
倉

太
田
丈
晴
（
勝
久
長
男
）
金
木

山
中
弓
子
（
堯
史
長
女
）
嘉
瀬

角
田
麻
里
子
（
豊
長
女
）
金
木

中
野
孝
俊
（
治
長
男
）
金
木

泉
谷
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子
（
憲
逸
長
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）
喜
良
市

工
藤
和
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（
正
昭
長
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）
金
木

山
中
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（
満
長
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）
嘉
瀬

中
谷
綾
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（
義
昭
２
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倉

津
曲
亜
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（
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司
長
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）
金
木

土
岐
恵
美
（
強
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女
）
嘉
瀬
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Ⅷ
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（
正
行
２
男
）
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島
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（
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一
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）
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谷
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（
好
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長
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）
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岩
城
和
子
（
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）
金
木

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
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崎
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轆
醒
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郎
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阿
部
重
左
工
門
（
、
才
）
嘉
瀬

高
橋
か
つ
（
⑲
才
）
金
木

白
川
健
司
（
記
才
）
沢
部

白
川
昭
（
調
才
）
金
木

五
代
儀
紀
男
（
虹
才
）
喜
良
市

吉
田
そ
め
（
副
才
）
沢
部

高
橘
長
八
（
鈍
才
）
金
木

原
ト
ヨ
（
ね
才
）
金
木

大
川
与
助
（
氾
才
）
中
柏
木

川
崎
勇
橘
（
師
才
）
金
木

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

（
八
月
届
出
分
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今
ひ
で
（
錘
才
）
喜
良
市

白
川
イ
マ
（
沌
才
）
川
倉

松
橘
秀
光
（
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才
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木

今
義
之
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才
）
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笠
原
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つ
ゑ
（
釦
才
）
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木
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形
岩
男
（
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木

木
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間
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才
）
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瀬
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川
渭
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才
）
喜
良
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伊
藤
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ヨ
（
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）
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